
呼吸器内科
Respiratory medicine



呼吸器内科医は幅広い様々な病態に向き合う

腫瘍性疾患

• 肺癌
• 悪性胸膜中皮腫
• 胸腺腫瘍

感染症
• 市中肺炎・院内肺炎
• 日和見感染症
• COVID-19
• 肺結核
• 非結核性抗酸菌症
• 肺真菌症

免疫・アレルギー
炎症性疾患
• 気管支喘息
• COPD
• 間質性肺炎
• 膠原病関連間質性肺炎
• 薬剤性肺炎

 抗菌薬
 抗ウイルス薬
 ステロイド
 免疫抑制剤
 抗癌剤
 免疫チェックポイント阻害剤
 生物学的製剤

急性期管理
 ICU/人工呼吸管理
慢性期管理
 在宅酸素/在宅人工呼吸管理
終末期の緩和医療
 オピオイド/Sedationによる苦痛緩和

急性期から終末期の緩和医療まで

多種多様な治療薬

診療・研究両面で
領域横断的な

アプローチが可能！！

アレルギー/喘息グループ
（講師 若原恵子）

感染症グループ
（講師 進藤有一郎）

びまん性肺疾患/ILDグループ
（病院講師 阪本考司）

肺癌グループ
（講師 森瀬昌宏）

（病院講師 長谷哲成）
（助教 田中一大）

呼吸器内視鏡グループ
（病院助教 伊藤貴康）

呼吸器内科教授 石井誠



呼吸器内科スタッフ・同門会 （2023/10）

教授 石井誠

講師 若原恵子

講師 森瀬昌宏（医局長）

講師 進藤有一郎（外来医長）

病院講師 阪本考司（病棟医長）

病院講師 長谷哲成

助教 田中一大

病院助教 松井利憲（ メディカルXRセンター）

病院助教 伊藤貴康

病院助教 神山潤二

病院助教 寺町涼（救急部）

病院助教 速井俊作

 教員 12名
      

教授 1
          講師 3
          病院講師 2
          助教 1
          病院助教 6

 医員 6名
 大学院生 24名

男性

女性

名大卒他大卒

同門会会員数
573名*

 同門会会員
現役教授数 22 名

・呼吸器内科
・腫瘍内科、化学療法学分野
・感染症分野
・医療安全分野
・医療統計分野
・薬学部、医学部保健学科 など



呼吸器内科関連病院・関連施設 44施設 

 愛知県

名古屋市内12 市外25
 岐阜県 5 三重県 1 静岡県 1

呼吸器内科領域専門研修制度基幹/連携施設31施設
アレルギー学会アレルギー専門医教育研修施設16施設
日本呼吸器内視鏡学会認定施設17施設
日本臨床腫瘍学会基幹/連携施設20施設

呼吸器内科で研修可能なサブスペシャリティー
１. 呼吸器専門医（日本呼吸器学会）
２. アレルギー専門医（日本アレルギー学会）
３. 感染症専門医（日本感染症学会）
４．がん薬物療法専門医（日本臨床腫瘍学会）



呼吸器内科医のキャリアパス

 キャリアパスの多様性に応えるため、
早期に大学院博士課程入学ができる環境が整っています！

  同世代の仲間と大学で研究・臨床経験を！

先生方の様々なキャリアUPを応援します

キャリアパスについては、ご本人のご希望やライフイベントに合わせたご相談が可能です



若手医師専門医教育

呼吸器科医養成塾
大学院生(医師7-8年目)が、相談でテーマ、講師
を決め、関連病院の先生がLecture + Free talk

令和4年7月21日（木）
講師 芳川豊史先生

先生方が将来呼吸器専門医として活躍できることを目標に、関連病院の先生方と一緒に
全力でサポートします！！

寺町涼先生（H22年卒）

講義についての意気込み

ILDの最新の世界へ
ご案内します！

令和5年7月5日（水）
講師 寺町涼先生

石井誠先生



若手医師専門医教育

若手医師の学会発表、論文発表のサポート・指導

（専門医取得に必要な学会発表、論文発表）

先生方が近い将来呼吸器専門医として活躍できるよう、関連病院の先生方と一緒に
全力でサポートします！！



若手医師専門医教育

若手医師の学会発表、論文発表のサポート・指導

（専門医取得に必要な学会発表、論文発表）

先生方が近い将来呼吸器専門医として活躍できるよう、関連病院の先生方と一緒に
全力でサポートします！！

石井あずさ先生 (H28卒) 松澤令子先生 (H21卒)



呼吸器内科の臨床

 チーム医療と当番制へのチャレンジ

質の高い医療の提供と働き方改革を両立

• 症例カンファレンスと患者の引継ぎ・申し送り
• 単独主治医制からチームでの意思決定へ
• On-offを意識した働き方の推奨

 子育て中医師へのキャリア支援

時短勤務や当直免除が可能な
『子育て支援病院』での勤務の
橋渡しをします

詳しくは呼吸器内科ホームページhttp://www.med-
nagoya-respmed.jpをご参照ください。

子育て中の
医師

「日勤帯での時短勤務で

常勤医師を支援してもらえ
るとありがたい」

http://www.med-nagoya-respmed.jp/
http://www.med-nagoya-respmed.jp/


LC
R

Lung Cancer Genomic Screening 
Project 

for Individualized Medicine 
Rare Driver陽性肺癌患者さんに新規治療を届ける

Real world data study
Multicenter Investigator Initiated Trial (多施設共同医師主導臨床試験, 特定臨床研究)

Multicenter Investigator Initiated Trial (多施設共同医師主導治験, GCP)

AI methodology driven personalized medicine

Future research 
Question

日本肺癌学会 肺癌診療ガイドライン委員会

最新標準治療の推奨決定に関するDiscussion

Challenging

Basic

エビデンスが不足している領域の新たなCQ, 
研究テーマの理解を深めることができる！

肺癌 臨床研究チーム
研究統括： 森瀬昌宏



Non-invasive early prediction of ICI efficacy in NSCLC patients 
using on-treatment serum CRP and NLR

n mPFS (95%CI) P値 HR (95%CI) P値
a) 61 13.9 (7-17.3) 1
b) 58 4.3 (3.3-6.5) <0.01 1.92 (1.26-2.94) <0.01
c) 52 2.5 (3.9-6.2) 3.53 (2.29-5.42)

PFS: CRP変化率(6w)+ NLR 変化率(6w)

a) CRP変化率＜1.0 かつ NLR変化率＜1.0
b) CRP変化率≥1.0 かつ NLR変化率＜1.0 or 

CRP変化率＜1.0 かつ NLR変化率≥ 1.0
c) CRP変化率≥1.0 かつ NLR変化率≥ 1.0

b)

c)

a)

 ICI単剤治療中にAdd on treatmentが必要な集団を
治療早期に同定する探索的研究

Matsuzawa, Morise, Ishii et al. J Cancer Res Clin Oncol. 2022

日常診療でのClinical Question
PD-L1≧50％ NSCLC Pembro単剤 or Pembro+Chemo?

→PD-1/PD-L1単剤治療では早期に増悪してしまう患者
さんを予測できないか？
日常診療で使用する炎症マーカーに着目

肺癌 臨床研究チーム



First-line Chemo+ICI 後のDTX+RAMは有効かつ安全か？

患者個別の治療決定に
貢献するAI研究

73-year-old, male, PS 0, Adenocarcinoma,
cT2aN0M1c, Stage IVB, PD-L1 TPS 1~24%,
Driver oncogene abnormality (-)

筆頭演者: 病院助教 神山潤二先生 受賞!!

肺癌 臨床研究チーム

医師主導特定臨床研究
SCORPION試験

ELCC 2023 Best Poster Award
筆頭演者: 松澤令子先生 受賞!!



呼吸器感染症研究チーム
研究の展開

臨床研究

 診断時における予後予測

 起炎菌の薬剤耐性の予測

 推奨治療レジメンの提案

• 初期抗菌薬

• 補助療法

 治療効果判定指標の確立

入院を要する市中肺炎, 院内肺炎, 人工呼吸器関連肺炎患者
に対する多施設共同前向き臨床観察研究

Japanese, multi-center, observational study for hospitalized patients with community-
acquired, hospital-acquired, and ventilator-associated pneumonia 

(J-CAPTAIN study)

基礎研究（微生物）

予後に関わる微生物側因子
の探索（例：MRSA, K. 
pneumoniae）
新規ワクチン開発のための
分子疫学的解析

薬剤耐性迅速診断法の開発

発展的な臨床研究 検出微生物臨床データからの課題

次世代の呼吸器感染症診療・研究
（抗微生物治療ストラテジー, 起炎微生物診断, 宿主免疫の補助療法, etc）

新たな治療戦略へ フィードバック

基礎研究（宿主免疫）

呼吸器感染症における免疫応答
解析からの病態解明と新規免疫
療法の構築

 重症肺炎、COVID-19
 術後感染症（2次感染）

 肺非結核性抗酸菌症

研究統括： 進藤 有一郎



呼吸器感染症研究チーム
研究の概要

J-CAPTAIN 3
(UMIN000042522)

14施設

N = 3319
※現在、解析中

J-CAPTAIN 2
CJLSG 1205 

(UMIN000003306)
4施設

N = 721J-CAPTAIN 1
CJLSG 0911 

(UMIN000003306)
10施設

N = 1515

【臨床研究】 ～肺炎、抗酸菌感染症の研究～

 名大グループが持つ豊富な関連病院、強い臨床ネットワークを
生かした大規模な臨床研究を実現してます。

 海外、国内のガイドラインに研究結果が多数引用されています。

Lancet Infect Dis 2013;13:260-268.

【免疫研究】
 抗微生物治療では予後を改善できない感染症患者さん

の免疫応答解析からの病態解明をしています。

 新規免疫療法の開発に繋がる研究を目指しています。



「和」を大切にし、何でも語り合える
「風通しのよい教室」へ

一人一人が思い描く多様な将来の思いを大切にし、一緒に考え歩
み、 その力を存分に伸ばせる環境を整えサポートし、私自身も皆
さんと一緒に成長できればと考えています。

研究は、基礎研究で夢を追い、臨床研究で新たなエビデンスを創
ることを目指します。
→世界に成果を発信し、社会貢献を一緒に目指しませんか。

活躍の仕方は個人個人で多様です。一緒に呼吸器病学の未来を
創ってくれる、多くの皆さんが当教室に加わってもらい、同士となっ
てくれることを、心から楽しみにしています。

呼吸器内科学 石井誠教授より皆様へ

2023年4月



名古屋大学大学院医学系研究科 呼吸器内科学

呼吸器内科に興味を持っていただいた医学生、先生の皆様
ぜひ名古屋大学呼吸器内科ホームページもご覧ください
http://www.med-nagoya-respmed.jp/

http://www.med-nagoya-respmed.jp/
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